
なぜ神奈川に地震と活断層があるのだろうか

長瀬和雄
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地球上で起きる地震の一割が日本とその周辺で起きて

おり、日本は地震国といわれている。日本近海に存在す

る海のプレー トが陸のプレー トの下に沈み込む構造は、

既に 2億年以前に形成されていて、地球上で日本列島が
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図1 日本付近のプレートの相対運動

(瀬野他、1989。 1993)

位置しているあたりはその頃から地震の巣であった。現

在、日本近海では、太平洋プレー トが東から北米プレー

ト及びフィリピン海プレー トの下に潜 り込み、また、フ

ィリピン海プレー トは南東から北米プレー ト及びユーラ
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図2 神奈川県とその周辺の活断層

(活断層研究会、1991)
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図表 3 神奈川県周辺の地震の震源域 図表4 過去に、起きた大地震の周期
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シアプレー トの下に沈み込んでいる。それぞれ、沈み込

み口として日本海溝、伊豆 。小笠原海溝及び相模 トラフ、

駿河 トラフ、南海 トラフが日本近海に分布 している。沈

み込み口におけるプレー トの速さは、ほぼ日本海溝で

8.5cm/年 、伊豆・月ヽ笠原海溝で6.lcm/年 、相模 トラフ

で2.8cll1/年 、南海 トラフで4.6cm/年 とされている (図

1)。

相模湾にあるフィリピン海プレー トの沈み込み口であ

る相模 トラフの延長は、第四紀中頃から活動を始めた国

府津―松田断層として神奈川県西部に上陸し、足柄山地

と丹沢山地の間を神縄断層として走 り、富士山の火山噴

出物の下を通って、ユーラシアプレー トとフィリピン海

プレー トの境界となって富士川沿いの活断層群につなが

り、駿河湾に入って駿河 トラフとなり、南海 トラフにつ

ながる。このようにプレー ト境界を県土の一部に持つ神

奈川県は地質時代を通 じて現在に至るまで地殻変動の激

しい場で、多 くの活断層が分布する (図 2)。 また、発

生する地震が直接県民に被害をおよぼす ことになり、地

震国日本にあっても最も地震災害の危険にさらされてい

る県となっている。活断層の調査をとおして地質時代か

ら現在に至るプレー トの活動の状況を把握 し、今後の断

層活動を予測することは防災上欠くことができない。

石橋 (1977)に よればフィリピン海プレー トと北米プ

レー トの境界で210～ 220年の周期でM8(マ グニチュー

ド8、 以下省略)ク ラスの関東地震が、またフィリピン

海プレー トの中の西相模湾断裂で約73年の周期でM7ク

図3 神奈川県周辺の地震の震源域と過去の地震

(石橋、1977)

ラスの神奈川県西部地震が、そしてユーラシアプレー ト

とフィリピン海プレー トの境界ではぼ140年の周期でM

8ク ラスの東海地震が発生するとされている。古文書等

の資料から最近350年間に、小田原を中心 とする神奈川

県西部に甚大な被害を及ぼした地震は、1633年寛永小田

原地震、1703年元禄関東地震、1782年 天明小田原地震、

1853年嘉永月ヽ日原地震、1923年大正関東地震の 5回あり、

元禄と大正の 2回の地震はM8ク ラスの巨大地震、他の

3回 はM7ク ラスの大地震であったことが確かめられた。

石橋は大正関東地震発生時の熱海沖の初島の異常隆起の

説明に西相模湾断裂の存在を仮定 した。すなわち、 2回

のM8ク ラス巨大地震の発生時には、相模 トラフを沈み

込み口とするプレー ト境界地震 (南 関東地震)と 同時に

フィリピン海プレー トの中に仮定した西相模湾断裂の活

動による地震 (神奈川県西部地震)の発生を仮定 し、他

の 3回のM7ク ラス地震は西相模湾断裂の単独の活動に

より発生 した単独の地震とした (図 3)。 西相模湾断裂

は73年の平均繰 り返 し時間で過去 5回震源断層運動を起

こし、次の活動を単純計算で1998.4± 3.1年 と予想 した。

1回 目 (1633)の 前の地震について1560.3± 3.1年 と単

純計算される結果に対 し1556年の月ヽ田原地震の記録があ

るのは、予測の的中の高さを示 している (石橋、1993)。

これに対 し、大河内 (1990)は 相模湾のシングルチャ

ンネル音波探査により、相模 トラフの支脈として真鶴海

・
丘の南縁を東西に走る逆断層を発見 し、ここが現在のプ

レー トの力学的境界 と想定 した (図 4)。 岩淵ほか
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図4 相模湾北西部真鶴海丘周辺の変動地形

数字は地層から採取したナンノプランクトンによる年代 (万年前)

(岩淵ほか、1991)

(1991)は マルチチャンネル反射法音波探査の結果、真

鶴海丘南方ではトラフ底堆積物が圧縮変形を受けている

のに対 し、真鶴海丘北方の トラフ堆積物は圧縮変形を受

けていないことなどを示 して大河内 (1990)の 見解を支

持 し、さらに相模湾において西相模湾断裂に相当する海

底構造が確認できないと発表 した。

また、笠原ほか (1991)は バイプロサイス反射法探査

により足柄平野 (大雄山最乗寺付近)から国府津―松田

断層まで東西に横切る測線に沿って、東側に傾動するフ

ィリピン海プレー トと北米プレー トの境界面と、国府津。

松田断層の逆断層構造を極めて明瞭に示 したが、この断

面においても西相模湾断裂の確認は不可能とした (図 5)。

1990年 8月 5日 箱根湯本の直下深度約14kmで M5.1の

地震が発生 した。

石田 (1993)は 、この地震モーメントと前震 。余震の

分布から推定される断面積によるス トレス ドロップを見

積 もると、800barと 高 く、この震源域一帯が現在極め

て高い応力状態にあり、次の地震発生の切迫性があるこ

とを示唆した。

萩原 (1993)は 、この地震がプレー ト内の地震活動空

白域に隣接 したところでおきていることから、近い将来

発生が予想されるM7ク ラス地震はこの空白域で発生 し、

1990年の地震と同様なメカニズムを持つものと予想 した。

石橋 (1993)は 、震央やマグニチュー ドがはっきりし

ない江戸時代の小田原地震のいくつかは1990年 8月 5日

のタイプの地震を一回り大きくし、M6程度にしたもの

である可能性を指摘 している。

石橋が示 しているように、神奈川県西部地域は、規則

正 しく73年 を周期として被害地震に襲われている。神奈

川県西部地震の発生のメカニズムについては、いくつか

の説があるが、まだ確立されたものとして解明されてい

ない。

兵庫県南部地震が示 したように震源断層、それにつな

がる活断層の位置は地域の被害状況に大きく関係する。

温泉地学研究所は、県西部地域の29の地点に地震計 (14

台)、 傾斜計 (6台 )、 光波観測装置 (2セ ット)、 CP

S(4台 )、 地下水位観測井 (6本 )、 地表水観測 (4

点)を設置 し、テレメータで直接データを収集し、観測
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表 1

●)4ま たは 4以上を示す。

し、この地域の地震のメカニズムの解明と地震予知研究

を進めている。

地質時代からのプレー トの沈み込み口を県土の一部、

あるいは県土の近海に持つ神奈川県を構成する岩盤は地

質時代を通 し現在に至るまで歪みの蓄積される場となっ

1990年 8月 5日 小田原で発生 した地震の震度分布

(棚田ほか、1991)

地震概況

8月 13日 の地震予知連絡会に提出された気象庁の震源情報 (速報)

発震時刻 :3月 5日  16時 13分

震  央 :東経139°06・ 、1ヒ緯35° 12'

震源の深さ :14km

マグニチュード:5。 1

ている。歪みの蓄積と地震による開放を繰 り返 しながら

震源が浅 く (20h以浅)、 大きさがM7を こえる地震は

県土に断層やとう曲構造を残 した。

このことは逆に活断層等の地質構造を解明することに

より県土とその周辺のプレー トの動きを知 り、地震発生
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の予測に貢献することが出来る。
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